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研究成果の概要（和文）：　最終年度の3月に、本研究課題の総仕上げとして、アイルランガ大学（インドネシ
ア）を始めとする海外からの研究者をも招き国際研究集会を開催し、そこでの諸報告と意見交換から、本研究が
対象としてきた移民・難民の起源地も、その地方文化は決して一枚岩でも同質的でもなく、複層的な構造と複雑
な権力序列を内包しており、国際開発援助を試みる先進諸国と同じように高度に混成的で多様な意見に満ちてい
るという知見を得ることができた。今後は、移民・難民の目的地のみならず起源地における複層性・権力性を明
らかにすることが、いっそう詳細な問題分析と解決策の探究のための重要なカギになることが判明した。

研究成果の概要（英文）： As a completion of this research project, we invited many international 
scholars from Airlangga University, Indonesia, and held an international academic conference in Kobe
 University in March of 2023. From the presentations and discussions there, we have learnt that in 
many places of origin of international migrants and asylum-seekers the local cultures are not 
monolithic, homogeneous wholes, but have a multi-tiered, hierarchical power structure and comprise 
enormously diversified interests and opinions just as developed countries do. It will be an 
important future challenge for us to clarify the multilayered and hierarchical nature of the local 
cultures where international migrants and asylum-seekers leave to provide a more detailed analysis 
and an efficient solution for the migration issues we are facing.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究が対象としてきた移民・難民の起源地も、その地方文化は決して一枚岩でも同質的でもなく、複層的な
構造と複雑な権力序列を内包しており、国際開発援助を試みる先進諸国と同じように高度に混成的で多様な利害
と意見に満ちているという知見を得ることができた。今後、世界各地で国際開発援助を実施する場合にも、この
ような起源地における入り組んだ複層性・権力性を明らかにすることが、開発援助の効果的な遂行、そしてひい
てはグローバルな規模の移民問題の詳細な分析や解決策の案出のための重要な前提になることを示すことができ
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

(1) 21 世紀に入ってから欧州に流入する移民の規模は爆発的に増加しているが、差別や排外主

義、極右政党の台頭、福祉国家モデルの危機などの多くの深刻な社会的課題をかかえている欧州

の状況を反映して、受入国の政策や政治動向について多角的な研究が進められている。しかしそ

の反面、これまでの移民研究は、移民や難民の起源地における人々の深刻な生活条件にいかに対

処するべきかという課題に十分な注意を払ってこなかった。他方、国際協力論や開発研究におい

ては、移民の起源地でもあるアジア・アフリカ諸国などにおける医療、教育、経済などにおける

国際的支援という実践的課題を重視してきた反面、大規模な移民・難民の動態やその起源にまで

その関心は及ばなかったため、その視野は支援の対象となる個々の地域に限局されてきた。 

(2) これらの研究が抱える共通の一つの問題点は、移民の受入社会と出身地とを切断してとら

えている点にある。脱領域的なパーソナル・ネットワークに注目してきたトランスナショナリズ

ム研究でさえ、多様な国際協力・開発支援が、移民・難民の起源地やその地域の住民の生活条件

にいかなる長期的影響を与えるのかという問題を十分に顧慮してこなかった。 

(3) さらに、国際協力、開発援助の実現を目指す開発学とは距離をとり、開発という実践がは

らむ問題点を批判的に検討してきた文化人類学や開発人類学においては、グローバリズムがも

たらす政治的・経済的格差の拡大への批判を通じて「グローバルな正義」の実現をめざす法哲学

などの他のディシプリンとの積極的な対話は、未だ不十分なものに留まっていた。また、医療や

教育や経済の分野における具体的な国際協力・開発援助の現場が文理双方の多領域を横断する

複雑な様相を帯びるにもかかわらず、国際的援助の現状と課題を、開発援助の受け手側の民俗宗

教や世界観をも勘案しつつ再検討する作業に、文理両面の観点から体系的に取り組む作業も十

分とは言えない状況にあった。 

(4) しかしながら、移民の動態をグローバルな観点からとらえようとするならば、それは、移

民を惹きつける受入社会の制度面・文化面での便益(の見込み)――プル要因(pull factor)――と、

住民を移民へと駆り立てる居住地の生活上・安全上のリスク――プッシュ要因(push factor)――

との両面から分析される必要がある。換言すれば、移民問題とは、いかにして移民・難民を受け

入れるべきかという“動態の出口”問題であるだけでなく、なぜ大規模な移民・難民が発生し続

けるのかという“動態の入口”問題である。本研究が注目したのは、まさにこの“動態の入口”

問題であった。 

 
２．研究の目的 
(1) 本研究課題の目的は、第一に、大規模な移民の動態の――出口でなく――“入口”である地

域に焦点を合わせ、そこに住む人々に今日、何が起こっており、何が彼らを移動へと駆り立てる

のかという問題に、文理双方にわたる領域横断的な視角から実証的かつ理論的に現状分析のメ

スを入れることである。そして第二に、この分析結果を踏まえ、このような移民・難民の起源地

において、移民・難民を彼らの起源地から流出させる圧力――プッシュ要因――をコントロール

するためにいかなる実効的方策・制度が実現可能なのかという課題を検討・探究することである。

移民・難民の起源地が現在抱える諸課題が、文理双方にまたがる複雑な様相をもつ以上、その地

域の住民たちの生活条件がいかなる深刻な課題に直面しているかを明らかにするためには、こ

れまで有機的かつ機動的に連携してきたとは言えない多くのディシプリンがその総力を結集す

る必要がある。 



(2) 上述したように、本研究は、大規模な移民・難民の起源地に住む人々の基本的な生活条件

の拡充・改善をめざして地球規模で展開する思想および実践の複合体を「グローバル・ウェルフ

ェア」と総称し、移民・難民となる可能性をかかえる人々の生活条件をめぐる現実的課題と打開

策とを、文理双方の多領域の専門家たちが連携して、実証的・理論的に探究する。国際協力・開

発援助の現場では、種々の社会問題が必然的に文理両面にまたがる領域横断的性格をもつこと

に鑑みれば、この複雑な現実の全体像を正確に把握するためには高い専門性を具えた文理双方

のエキスパートから構成される研究体制が必要なことは明らかである。移民・難民の起源地で生

じている深刻な社会的障害・機能不全を緩和するため、多領域の専門家が協力して、現下の課題

の実証的な分析とそれを打開するための方策の探究とに取り組むことは、安全、医療・保健、教

育、就労機会などの“福利”が世界的に偏在している状況を改善するためにも不可欠かつ喫緊の

課題である。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、「グローバル・ウェルフェア」について三つの観点から研究を推進した。 
(1) 移民・難民の起源地における生活条件の調査・分析 
 国際開発援助の現場を対象として、教育開発の観点から教育現場の実態調査を行ったほか、感
染症や母子保健に関する実態調査や、住民の格差・排除に直結する現地のジェンダー認識に関す
る調査を進めた。さらに、欧米諸国の国際協力機関の活動方針とその背後の各国の政策を参照し
つつ、国際開発援助の長期戦略および個々のプロジェクトの実態・効果を実証的に検討した。 
 他方、人類学的見地からは、医療、保健、教育等の分野における国際協力の実際の営みが、多
様な文化をもつ住民によってどのように受け止められ、彼らの宗教観や世界観とどのように整
合しているのかを調査し、国際協力の効果を長期的に上げるためにいかなる文化的な戦略・配慮
が必要なのかを探究した。 
(2) 「グローバル・ウェルフェア」観念の批判的検討 
 「グローバル・ウェルフェア」という観念はいきおい“普遍的”な規範言説の構築を伴うが、
文化的差異に留意しつつそうした普遍的言説を理論化することが可能かどうかを追究した。そ
の際、普遍性を自己主張する人権概念を、ローカルな宗教観・世界観と両立させうるか否かが決
定的に重要な問題となる。民俗宗教・道徳や世界観の具体的な多様性を重視する人類学の見地か
ら、このような普遍的な言説が個別の地域社会によっていかに受け止められ、受容されうるかを、
観察・調査した。換言すれば、本研究が掲げる「グローバル・ウェルフェア」という普遍的目標
に、ローカルな諸価値との整合性を保ちつつ、果たして、またいかに接近しうるかを、批判的に
検討した。 
(3) 具体的な社会システムのデザインとグローバルに妥当する普遍的規範との理論的統合 
 個別の地域が直面している政策課題を整理したうえで、医療・保健・教育・ICT 等に関する国
際的支援の文化的受容に関する実証調査の成果を、持続的な社会システムのデザインにいかに
活用できるかを追究した。その際、多様な文化が根づく個々の地域に固有の課題を見極めること
と並行して、諸々の地域を超えて普遍的に通用する問題系と政策課題を明らかにする作業が遂
行された。とりわけ、社会システムのデザインにあたっては、国内法・国際法を、住民たちの福
利を擁護・促進するためにいかに利用しうるかを検討した。 
 
４．研究成果 
(1) 2023 年 3月に、本研究課題の総仕上げとして、アイルランガ大学（インドネシア）を始め
とする海外からの研究者をも招き国際研究集会を開催し、そこでの諸報告と意見交換から、本研
究が対象としてきた移民・難民の起源地も、その地方文化は決して一枚岩でも同質的でもなく、
複層的な構造と複雑な権力序列を内包しており、国際開発援助を試みる先進諸国と同じように
高度に混成的で多様な利害と意見に満ちているという知見を得ることができた。今後は、移民・
難民の目的地のみならず起源地における複層性・権力性を明らかにすることが、いっそう詳細な
問題分析と解決策の探究のための重要なカギになることが判明した。 
(2) このような移民・難民の起源地における複層的な構造と複雑な権力序列の存在に鑑みると
き、このような複層的で堅牢な権力構造こそが、国外脱出を通じた新生活の探求と経済状況の改
善とへと人々を駆り立てる一要因になっている可能性を決して否定できない。この点を踏まえ
ると、「反省的な包摂」(reflective inclusiveness)という原理――移民の受入社会における個
別主義的なナショナリスティックな感情と人権の普遍的尊重との価値的な対立を和らげるため
の道徳的原理――が、移民の起源地においてもまた適用されることが重要ではないだろうか。こ
こで「反省的包摂」とは、もしもあなた自身の法的・政治的・経済的な地位と利益が人権の観念
によって支えられ守られているのであれば、この点を省みて、他者の自由と平等への諸権利をも
同様に尊重することを要求する規範的原理を指している。 



 より具体的に言えば、もし特に移民の受入社会で生じている文化的・倫理的対立や摩擦を緩和
することを望むのであれば、文化的・政治的境界線の両側に位置する人たちがともに、他方の文
化に対して反省的に包摂する態度を涵養する必要がある。反省的包摂の原理は、受入社会に、困
窮した移民に対しては彼らが異なる宗教や世界観をもち出身地の文化的生活様式を守るときで
も包摂的に接するであることを要求するが、他方で、自由で民主主義的な社会に受け入れられ包
摂されることを望む国際移民にも、受入社会が最も重視する法的・道徳的価値を尊重し遵守する
ことを求めるのである。 
(3) 本研究から得られた知見に依拠すれば、この原理を独り移民の受入社会だけでなく、その
起源地に対しても応用する余地がある。つまり、自らの伝統的・慣習的な文化や規範を維持しよ
うとする住民・集団の権限・権威は、所属する個々人の“平等”や“自己決定権”といった価値
と矛盾する場合があるかもしれない。しかし反省的包摂の原理に従えば、かつてウニ・ウィカン
が指摘したように「文化は決して個人の基本的諸権利に優先されてはならないし……、文化の尊
重は個々人の安全と福利の尊重に譲歩しなければならない」１。この近代的原理が意味するのは、
起源地の地域社会が普遍的人権の概念に依拠して遂行される国際的な開発援助の恩恵に浴する
のであれば、この地域社会もまた、女性・こどもや性的マイノリティを含めた同胞たちを自由と
平等の価値に従って処遇することが論理的にも倫理的にも求められるということである。 
(4) 社会相互間・地域相互間での経済力の構造的な不均衡・貧富の格差を解消するために、不
平等・搾取的な貿易関係を国際舞台から一掃する必要があることは論を待たない。しかし半面、
「グローバル・ウェルフェア」の改善と実現のためには、移民・難民の起源地であるか目的地で
あるかを問わず、反省的包摂の原理が普遍的に追求されなければならない。より具体的に言えば、
普遍的人権の理念に基づく国際援助に関してその“受益者”という地位を享受する地域社会は、
その社会の構成員に対しては彼らの基本的人権を尊重する“後援者”たる姿勢をもって接する必
要がある。もしこのような反省的包摂の原理が地域社会においても効果的に実現されるのであ
れば、基本的な生活条件がおびやかされ地域社会からの脱出を余儀なくされるような人々の規
模もまた自ずと縮小に向かうのではないかと思われる。 
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